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【
書
き
下
し
文
】 

 

秦
王
使
者
を
し
て
趙
王
に
告
げ
し
め
、
「
王
と
好
を
為
し
、
西
河
の
外
の
澠
池
に
会
せ
ん
と
欲
す
。
」
と
。
趙

王
秦
を
畏
れ
、
行
く
こ
と
毋
か
ら
ん
と
欲
す
。
廉
頗
・
藺
相
如
計
り
て
曰
は
く
、
「
王
行
か
ず
ん
ば
、
趙
の
弱
く

し
て
且
つ
怯
な
る
を
示
す
な
り
。
」
と
。
趙
王
遂
に
行
く
。
相
如
従
ふ
。
廉
頗
送
り
て
境
に
至
り
、
王
と
訣
し
て

曰
は
く
、
「
王
の
行
、
道
里
を
度
る
に
、
会
遇
の
礼
畢
は
り
て
還
る
ま
で
、
三
十
日
を
過
ぎ
ざ
ら
ん
。
三
十
日
に

し
て
還
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
請
ふ
太
子
を
立
て
て
王
と
為
し
、
以
て
秦
の
望
み
を
絶
た
ん
。
」
と
。
王
之
を
許
す
。

遂
に
秦
王
と
澠
池
に
会
す
。 

 

秦
王
酒
を
飲
み
酣
に
し
て
曰
は
く
、
「
寡
人
窃
か
に
趙
王
音
を
好
む
と
聞
く
。
請
ふ
瑟
を
奏
せ
よ
。
」
と
。
趙

王
瑟
を
鼓
す
。
秦
の
御
史
前
み
、
書
し
て
曰
は
く
、
「
某
年
月
日
、
秦
王
趙
王
と
会
飲
し
、
趙
王
を
し
て
瑟
を
鼓

せ
し
む
。
」
と
。
藺
相
如
前
み
て
曰
は
く
、
「
趙
王
窃
か
に
秦
王
善
く
秦
声
を
為
す
と
聞
く
。
請
ふ
盆
缻
を
秦
王

に
奉
じ
、
以
て
相
娯
楽
せ
ん
。
」
と
。
秦
王
怒
り
て
許
さ
ず
。
是
に
於
い
て
、
相
如
前
み
て
缻
を
進
め
、
因
り
て

跪
き
て
秦
王
に
請
ふ
。
秦
王
缻
を
撃
つ
こ
と
を
肯
ぜ
ず
。
相
如
曰
は
く
、
「
五
歩
の
内
、
相
如
請
ふ
、
頸
血
を
以

て
大
王
に
濺
ぐ
こ
と
を
得
ん
。
」
と
。
左
右
相
如
を
刃
せ
ん
と
欲
す
。
相
如
目
を
張
り
て
之
を
叱
す
。
左
右
皆
靡

く
。
是
に
於
い
て
、
秦
王
懌
ば
ざ
る
も
、
為
に
一
た
び
缻
を
撃
つ
。
相
如
顧
み
て
趙
の
御
史
を
召
し
、
書
せ
し
め

て
曰
は
く
、
「
某
年
月
日
、
秦
王
趙
王
の
為
に
缻
を
撃
つ
。
」
と
。
秦
の
群
臣
曰
は
く
、
「
請
ふ
趙
の
十
五
城
を

以
て
秦
王
の
寿
を
為
せ
。
」
と
。
藺
相
如
も
亦
曰
は
く
、
「
請
ふ
秦
の
咸
陽
を
以
て
趙
王
の
寿
を
為
せ
。
」
と
。

秦
王
酒
を
竟
ふ
る
ま
で
、
終
に
勝
ち
を
趙
に
加
ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
趙
も
亦
盛
ん
に
兵
を
設
け
以
て
秦
を
待
つ
。

秦
敢
へ
て
動
か
ず
。 

   

【
口
語
訳
】 

  

秦
王
は
使
者
に
趙
王
に
告
げ
さ
せ
て
言
っ
た
、
「
王
と
親
睦
を
図
る
べ
く
、
黄
河
の
南
の
澠
池
で
会
見
し
た

い
。
」
と
。
趙
王
は
秦
を
恐
れ
、
行
く
ま
い
と
し
た
。
（
す
る
と
）
廉
頗
と
藺
相
如
が
相
談
し
て
言
っ
た
、
「
王

が
お
出
か
け
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
趙
が
弱
く
そ
の
上
臆
病
で
あ
る
こ
と
を
（
天
下
に
）
示
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
」
と
。
趙
王
は
結
局
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
相
如
が
（
王
に
）
付
き
従
っ
た
。
廉
頗
は
（
王
の
一
行
を
）
国

境
ま
で
送
り
、
王
に
別
れ
を
告
げ
て
言
っ
た
、
「
王
の
（
こ
の
た
び
の
）
お
出
ま
し
は
、
旅
程
を
推
測
し
ま
す
に
、

（
秦
王
と
の
）
会
見
の
儀
式
が
終
っ
て
帰
還
さ
れ
る
ま
で
に
、
三
十
日
を
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
三
十

日
で
お
帰
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
は
太
子
を
推
し
立
て
て
（
新
）
王
と
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
（
趙
王
を

人
質
に
す
る
な
ど
し
て
趙
を
操
ろ
う
と
す
る
）
秦
の
野
望
を
絶
ち
た
い
と
存
じ
ま
す
。
」
と
。
王
は
之
を
許
し
た
。

か
く
て
（
趙
王
は
）
秦
王
と
澠
池
で
会
見
し
た
。 

 

秦
王
は
酒
宴
を
行
い
（
そ
の
）
酣
に
言
っ
た
、
「
私
は
内
々
に
趙
王
が
音
楽
を
好
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
瑟



を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
。
（
そ
こ
で
）
趙
王
は
瑟
を
演
奏
し
た
。
（
す
る
と
す
か
さ
ず
）
秦
の
記
録

を
担
当
す
る
役
人
が
進
み
出
て
、
記
録
し
な
が
ら
言
っ
た
、
「
某
年
某
月
某
日
、
秦
王
は
趙
王
と
酒
宴
を
と
も
に

し
、
趙
王
に
（
命
令
し
て
）
瑟
を
演
奏
さ
せ
た
。
」
と
。
（
す
る
と
）
藺
相
如
が
進
み
出
て
言
っ
た
、
「
趙
王
は

内
々
に
秦
王
が
秦
の
民
謡
を
上
手
に
歌
わ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
秦
王
に
盆
缻
を
献
上
い
た
し
ま
す
の
で
、

（
そ
れ
を
打
っ
て
拍
子
を
と
り
つ
つ
歌
っ
て
い
た
だ
き
、
）
そ
れ
で
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
」
と
。
秦
王

は
怒
っ
て
承
知
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
相
如
は
進
み
出
て
缻
を
差
し
出
し
、
そ
う
し
て
跪
い
て
秦
王
に
願
っ
た
。

秦
王
は
缻
を
打
つ
こ
と
を
承
知
し
な
い
。
（
す
る
と
）
相
如
は
言
っ
た
、
「
（
秦
王
と
私
と
は
）
五
歩
の
内
（
と

い
う
至
近
距
離
）
で
す
ぞ
、
（
私
）
相
如
は
、
こ
の
首
を
切
っ
た
と
き
に
流
れ
る
血
を
大
王
に
注
ぎ
か
け
て
み
せ

ま
し
ょ
う
か
。
」
と
。
（
す
る
と
秦
王
の
）
側
近
た
ち
は
相
如
を
斬
ろ
う
と
し
た
。
相
如
は
目
を
む
い
て
彼
ら
を

怒
鳴
り
つ
け
た
。
側
近
た
ち
は
皆
退
い
た
。
そ
こ
で
、
秦
王
は
い
や
い
や
な
が
ら
も
、
（
趙
王
の
）
た
め
に
一
回

だ
け
缻
を
打
っ
た
。
（
す
る
と
す
か
さ
ず
）
相
如
は
振
り
返
っ
て
趙
の
記
録
を
担
当
す
る
役
人
を
呼
び
、
書
き
取

ら
せ
て
言
っ
た
、
「
某
年
某
月
某
日
、
秦
王
は
趙
王
の
た
め
に
缻
を
打
っ
た
。
」
と
。
（
す
る
と
）
秦
の
群
臣
が

（
対
抗
し
て
）
言
っ
た
、
「
趙
の
十
五
の
都
市
を
差
し
出
し
て
秦
王
の
長
寿
の
祝
い
（
の
引
き
出
物
）
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
。
藺
相
如
も
ま
た
（
こ
れ
に
対
抗
し
て
）
言
っ
た
、
「
秦
の
咸
陽
（
の
都
）
を
差
し
出
し
て

趙
王
の
長
寿
の
祝
い
（
の
引
き
出
物
）
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
。
（
か
く
て
）
秦
王
は
酒
宴
を
終
え
る
ま

で
、
と
う
と
う
勝
利
を
趙
に
対
し
て
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
趙
も
ま
た
盛
大
に
軍
を
構
え
、
そ
う
し
て

秦
（
の
出
方
）
を
待
っ
た
。
（
か
く
て
）
秦
は
思
い
切
っ
て
動
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。 

 


